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その距離、電車で行ける！ 

Ａ地点からＢ地点に 30 人を連れていく場合、移動に何を利用するのか？ 

この件について主に二つの提案が出てきました。一つはマイクロバスを借り切るか、大型タクシーを

利用する。もう一つは電車で乗り換えが１回あるが、２駅だから電車を利用する。この二つの提案でし

た。 

私の住んでいる松戸市では、市内に JRが２本、京成、東武など私鉄３路線と、合わせて５路線が敷

かれ、駅間はバス路線で結ばれ、市内のどこへ行くにも公共交通機関を利用することができます。３０

人程度の集団を移動させるということであれば、１０人ずつ３班に分かれて移動できる。市内在住の数

人は「電車で２駅、乗り換えても３０分で行ける」と公共交通機関利用による電車移動が便利と提案し

ました。 

一方、鉄道を利用するというよりは車に頼る生活の方が便利と考えている千葉県内在住の方は、マイ

クロバスや大型タクシーを挙げ、電車を乗り継ぐという移動形態より便利だと思っているようでした。 

そこで「はっ！」と思ったのは生活様式や地域のインフラ、日常生活の優先順位の違いによって移動

する距離のとらえ方が異なるのではないかと気づいたことでした。 

地方では移動手段の車が生活必需品で、ちょっとした距離でも車で行くことが習慣化していると、５

分も歩いたら行けるコンビニでも「車で行くよ」と、当然のように返事が返ってくるのでした。一方、

電車やバスが網の目のように発達している都会では徒歩と公共交通機関の生活で歩く習慣が根付いてい

ます。 

これを表すと地方は車前提の生活、都会は歩きと公共交通機関の生活ということになるのでしょう。

移動の手段による距離感のゆがみということになるのかもしれません。 

マップ上で見て、測る距離は物理的な距離です。移動手段を選ぶことによってその感覚は大きくゆが

んできます。マップ上では３ｋｍの距離で、歩くと４５分。電車では３０分以内。車だと１０分くら

い。移動手段によって同じ距離が近いとも遠いとも感じられます。個人的には車で１０分の方を選ぶと

いうことになるのかもしれません。 

数字で表される距離は生活文化によって微妙に距離

を縮めたり延ばしたりするもので、生活感覚に根ざし

たものだと言えると思います。 

車前提で地方に住む方は時間的・空間的余裕を求め

ることができ、人との距離も物理的に広く、コミュニ

ティは濃密です。都会では生活圏もコンパクトで、便

利さとスピード感を求める人には相応しいといえるの

かも知れません。 

移動手段は、いずれを選ぶにしてもその人の生活感

覚をなし崩しにできるものではなく、判断に苦しむと

ころですが、その集団の判断に頼るのが賢明と言える

のではないかと思うところです。 

（松戸市 藤田  隆） 

 

2025 年４月、新京成線は京成電鉄松戸線に 
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夏の里山 ２題 
 

１ 眠る植物の話 
1-1 クズの昼寝？ 

左下の写真は、数年前の 9月中旬の午前 10 時頃撮影したクズの葉と花の様子です。一方、右下の写

真は、今年７月１日の昼 12時頃に撮影した葉の様子です。 

時期も場所も違うので、単純に比較するには少々無理がありますが、葉の角度に違いがあることがお

分かりいただけますでしょうか。左下では、3 枚の小葉が開いて概ね水平です。一方右下では、小葉が

閉じて概ね垂直方向となっています。 

このことは葉の『昼寝』と呼ばれています（鷲谷いずみ著「葉っぱの不思議な力」山と渓谷社、ほか）。

夏の昼間の強過ぎる日射を避けるためのしくみで、葉の付け根の膨らんだ部分「葉枕」のはたらきによ

るものと言うことです。お近くのフィールドでもお確かめください。ただし酷暑対策をお忘れなく。 

 

２ 眠る木・ネムノキ 

子どもの頃、触ると葉が閉じるのを面白がって遊んだ記憶がある方は、少なくないものと思います。 

このことは葉の『就眠運動』と呼ばれ、メカニズムとしては、前述のクズの葉の『昼寝』と同様「葉

枕」のはたらきによるもので、マメ科植物に多く見られるしくみのようです。 

ただし、『就眠運動』は『昼寝』と違って、以下のような利点があると考えられているようです。 

① 夜間の水分の蒸散を抑える。 ② 外敵や寒さから身を守る。 ③ 夜間のエネルギー節約 

（https://takez.jp/sleeping-plants-night-movement/より） 

 なお、東北大学や奈良先端科学技術大学院大学による関連の研究論文が発表されていますので、関心

ある方は調べてみてください。 

ところで、右下の写真は、数年前の 7 月上旬の、茂原公園での写真です。この写真の事例が典型とは

言えませんが、枝の広がっている様子を 

見ると、広がりの上のラインがほぼ直線 

状（黄色線）になっているのがお分かり 

いただけますでしょうか。 

このような樹形は、盃の形に似ている 

ことから、『盃型樹形』と呼ばれています。 

平地に生育している個体ですと、いかに 

もそのような様子が見られます。アカメ 

ガシワやカラスザンショウも同様の樹形 

で、パイオニア植物の一部に見られる樹 

形です。広い空間に、より広く枝葉を広げ 

て、太陽光を我が物にしようとする植物 

たちの知恵と言えそうです。 

クズ（令和３年９月） クズ（令和７年７月） 

ネムノキ（令和２年６月） 

https://takez.jp/sleeping-plants-night-movement/
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２ 短日植物 
2-1 短日植物とは 

毎年夏至の頃になると、ヤマハギが開花していて、秋の七種の萩の花が何故こんなに早くから咲くの

だろう？と漠然と思っていました。また、アキノタムラソウは夏前から咲き始めるのに、何故アキ・・

なんだろう？と、随分以前から思っていました。最近きっかけがあって、学生の頃『短日植物』と言う

言葉を習ったことを思い出しました。そして、ひょっとしたらヤマハギが夏至の頃から咲き始めるのは、

このことと関係するのではないか？と考え始めました。 

『短日植物』とは、「連続した暗期が一定時間（限界暗期）より長くなると花芽が形成される植物のこ

と。 例としてアサガオ、キク、オナモミ、コスモスなどが挙げられる。」（フリー百科事典サイトより）

細かく調べてみると『一定時間』も植物によって異なるようですが、簡単（大雑把）に言ってしまうと、

夏至から冬至に向けて夜の長さが長くなると花芽が形成される植物のこと、と言うことにします。 

関連する『光周性』『長日植物』『中性植物』等については、皆様それぞれお確かめください。 

 

2-2 秋の七種との関係は？ 

『萩の花』は、短日植物で間違いなさそうです（えどがわ環境財団サイト、ほか）。 

『尾花』は、 すっかり短日植物と思っていましたが、北海道農業研究センター「ススキ属の種間雑種

作出に向けた北海道におけるオギ遺伝資源の探索・収集」（2014 年 3月）によれば、「オギは短日植物

でススキは中生植物であるとされている（Clifton-Brown ら 2008）。」とありました。 

『葛花』不明、 『瞿麦の花』一部サイトに長日植物の記載、『女郎花』一部サイトに短日植物の記載。 

『藤袴』に関して、「花芽分化は長日条件で促進され、12 時間以下の日長では阻害された。（中略）

花芽分化後の発達は、花芽分化直後の茎頂の肥厚期から短日条件に遭遇すると促進され、開花は著しく

早まった。」（埼玉県農林総合研究センター研究報告「宿根草の開花調節」2001-03）とありました。 

『朝貌の花』（キキョウ）一部サイトに長日植物の記載。 

と言うことで、短日植物と秋の七種とはあまり関係性が無さそうで、少々拍子抜けしました。 

 

2-3 その他の短日植物たち 

各サイトで事例として挙げられているのが、アサ 

ガオ、イネ、オナモミ、キク、コスモス、サルビア、 

シソなど。 

思い付くままに調べてみたところ、前述のアキノ 

タムラソウや、ヤマハッカ、リンドウ。これらは 

「やっぱり！」「なるほど！」と納得できました。 

サルビアが短日植物とすれば、キバナアキギリも 

そうかも知れませんが、確認はできませんでした。 

 

（記：茂原市 望月力智） 

（令和６年７月） 
アキノタムラソウ 
（令和２年６月） 

ヤマハギ 

ヤマハッカ 

(令和元年 10月) 



ツチアケビの大株その後 

先月はちば千年の森をつくる会の活動フィールドに発生したツチアケビ大株の花を紹介しました。 

さて、今月はどうなっているか、7月２１日の活動日に藪へ分け入ると今まで見た事も無いほどに沢山の実を付

けていました。花と実の写真を左右に配置しましたので見比べて下さい。 

開花状況 既に咲き終わった花が落ちている 
 

結実状況 実の付く率は２～３割程度に見える 

  

蕾は各枝に大小 10個内外 一度に咲かず順次咲く 実に大小あり 最終的には同じ大きさになるのか？ 

6月の花と 7月の実の観察で分かった事、分からない事、不思議は色々あるので今後も見守ります。 

蕾の生育段階に差があり、初花から最終花が咲くまで一か月以上かかると思われる。 

着果率は 2～3割程度に見えるが、同じラン科のクマガイソウが 1割以下なので、ラン科としては高い方か？ 

実に大小の差があるのは受粉時期の違いに因るものなのか、     佐倉市 坂本文雄 
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